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今日は

先ず脱炭素経営を

知りましょう！
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識
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脱炭素の基本を理解するための
７つのキーワードストーリー

気候変動

温暖化

温室効果ガス

化石燃料

脱炭素

カーボン

ニュートラル

ＧＸ

Ⅰ 脱炭素の基礎知識①
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気候変動対策がすべての始まり

生活・社会に被害・影響が出ている

気候変動
異常気象

氷河融解
海面上昇

農業被害
食糧危機

動植物生存
生育危機

健康被害
伝染病拡大

気温上昇

豪雨

熱波洪水

Ⅰ 脱炭素の基礎知識②
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気候変動の原因は気温上昇の温暖化

Ⅰ 脱炭素の基礎知識③
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温暖化の前に大気汚染という課題があった

Ⅰ 脱炭素の基礎知識④

化石燃料（石油・石炭・天然ガスなど）による影響

1965年～ 大気汚染による公害激化
1970年～ 光化学スモッグ頻発

1990年～ 温暖化による課題対策検討
1997年 京都議定書
2015年 パリ協定

原因は
ＳＯX  ＮＯX

原因は
ＣＯ2
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識➄

温暖化の原因は温室効果ガスの増加

（温暖化の流れ）

•太陽のエネルギーで地上
が温まる

↓

•地上から放射される熱を
温室効果ガスが吸収・再
放射して大気が温まる

↓

•ガスの濃度が高まると温
室効果がこれまでより強
くなり温度が上昇。
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑥

温室効果ガスは全部で７種類
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑦

温室効果ガスの種類別排出量
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑧

工場の設備・装置
燃料燃焼

自動車・船
飛行機

発電所

製造過程

出典：環境省

温室効果ガスの発生場所
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑨

産業部門別の排出量
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑩

日本の温室効果ガス排出量の推移
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑪

温室効果ガス増加の原因は化石燃料

化石燃料の燃焼により温室効果ガスが発生する
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑫

気候変動の根本原因は

石油・石炭・天然ガスなどの

化石燃料の燃焼
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑬

化石燃料を使わない、又は削減するために

発電方法や施設・装置等への対策が必要

これが

脱炭素

温室効果ガス削減で気候変動を緩和できる
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑭

異常気象で被害が起こっている
（気候変動）

↓
原因は地球表面の気温の上昇

（地球温暖化）
↓

原因は二酸化炭素の排出増加
（温室効果ガス）

↓
原因は石油・石炭などの燃焼

（化石燃料）

異常気象・被害が少なくなる
（気候変動緩和）

↑
地球表面の気温上昇が抑えられる

（温暖化抑制）
↑

二酸化炭素の排出量が減少
（温室効果ガス排出削減）

↑
石油・石炭などを燃焼しない

（非化石燃料）

脱炭素
化石燃料の使用削減で
温室効果ガス排出を削減

まとめ：脱炭素の背景・目的と期待効果
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑮

カーボンニュートラルとは
温室効果ガスの実質排出量をゼロにすること

脱炭素とは
主に二酸化炭素の排出を削減・ゼロにすること

ＧＸとは
Green Transformation（＝X）
グリーン トランスフォーメーション

脱炭素対策と同時に産業・事業創出を実現すること
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑯

吸収量増加

排出量削減

出典：環境省

カーボンニュートラルのしくみ
石油・石炭などの燃焼による温室効果ガスの排出を削減し

森林などによる吸収を増加させて差し引きゼロを実現する方法
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Ⅰ 脱炭素の基礎知識⑰

ＧＸのしくみ

ＧＸは日本発の
成長戦略

脱炭素の対策を進めると同時に産業も成長させる計画
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状①

吸収量増加

排出量削減

出典：環境省

カーボンニュートラルのしくみ

温室効果ガスの実質排出量をゼロにすること
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状②

日本は、2020年10月に

2050年カーボンニュートラルを
目指すことを宣言

さらに

2030年に2013年度比46％の削減目標設定

本格的な政策展開から始まった
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カーボンニュートラルとは
温室効果ガスの実質排出量を

ゼロにすること

＜背景：2015年のパリ協定で採択された内容＞
世界的な平均気温上昇を工業化以前に比べて

２℃より十分低く保つとともに（２℃目標）、
1.5℃に抑える努力を追求すること（1.5℃目標）

今世紀後半に温室効果ガスの人為的な発生源による
排出量と吸収源による除去量との間の均衡を達成する

（2050年カーボンニュートラル達成表明の背景）

Ⅱ カーボンニュートラルの現状③
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状④

世界のカーボンニュートラルの体制
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑤

世界のカーボンニュートラル表明国
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑥

世界のカーボンニュートラル達成予測
２０７０年までの計画で世界のＣＯ２排出の約９０％をカバー

２０５０年達成
日本・アメリカ・ドイツ 他
145ヶ国／CO2全排出の42.2％

２０６０年達成
中国・ロシア

インドネシア／サウジアラビア
計152ヶ国／CO2全排出の80.6％

２０７０年達成
インド

計154ヶ国／CO2全排出89.4％

※表明国の達成計画による
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑦

日本の温室効果ガス排出量の推移
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑧

人工林の高齢化による成長鈍化などで吸収量も減少

出典：環境省

日本の温室効果ガス吸収量の推移
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑨

2022年は排出量は減少したが吸収量も減少したためトータル減

出典：環境省

日本のカーボンニュートラルへの推移
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑩

減少曲線にほぼ沿っているが2030年計画達成がポイント？

出典：環境省

2050年カーボンニュートラルへの道筋
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑪

カーボンニュートラルへの実行計画
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑫

出典：経済産業省

グリーン成長戦略による１４のテーマ
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑬

業界で独自の対策が検討されている
ＣＯ2を出さない製鉄、化学、セメント・紙・パルプ製造技術が独自開発中
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Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑭

住宅やビルでは自家発電による方法
太陽光発電と節電・省エネの組合わせでＺＥＨ／ＺＥＢという方法がある
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参考：環境省他

脱炭素のための３つの有望技術・対策方法

再生可能エネルギー
ＣＯ２ゼロで発電

・太陽光発電
・風力発電
・バイオマス発電
・地熱発電 他

新エネルギー
ＣＯ２ゼロ・削減で燃焼
・水素
・アンモニア
・e-fuel（車）
・ＳＡＦ（航空機） 他

省エネルギー・蓄電
電力消費削減でＣＯ２削減
・照明（ＬＥＤ）
・空調（ヒートポンプ式）
・遮熱・断熱材
・電力量可視化システム
・蓄電池システム 他

再エネ電力／新燃料／省エネ・蓄電などが脱炭素の具体的な方法になる

Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑮
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温室効果ガスを発生しない発電方法が最も有力な脱炭素対策

出典：経済産業省

再生可能エネルギーは確実・有望な技術

Ⅱ カーボンニュートラルの現状⑯
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方①

脱炭素マーケティング

カーボンニュートラル

脱炭素経営計画 脱炭素教育計画 脱炭素事業計画

①燃料転換・電化

②省エネ・節電

③再エネ電力導入

④クレジット活用

①地球温暖化の理解

②教育計画作成

③ビジネスチャンス検討

④ＧＸリテラシー導入

①製品・サービス抽出

②自社事業棚卸し

③ビジネスモデル創造

④マーケティング戦略

経営改善 人材育成 事業創出

取引維持・拡大 モチベーション向上 収益向上

企業活動全体の
対策と方法

社長・社員の
知識と理解

製品やサービスの
開発・製造・販売

ビジネスチャンスの創出・拡大

3つの脱炭素計画を作成する
教育・経営・事業の３つの脱炭素計画でカーボンニュートラルを実現する
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方②

出典：環境省

脱炭素経営計画の基本ステップ
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STEP 0 教育・研修／計画作成

STEP 1 ＣＯ2排出源の確認と算出

STEP 4 省エネ・節電素材・設備導入

STEP 3 業務・製造方法の改善・効率化

STEP 5 再生可能エネルギー発電・電力

STEP 2 燃料転換・電動化への検討

STEP 6 オフセット取引の創出・活用

STEP 7 認証取得・登録の実現

広

報

・

Ｐ

Ｒ

活

動

Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方③

脱炭素を実現するための８つのプロセス
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方④

教育・研修／計画作成の方法

□教育・研修セミナー受講

□Ｅラーニング受講

□個別相談・コンサルティング

□計画作成／支援・代行依頼

□現場視察・検査・提案

□事業創出計画検討 他

STEP 0 教育・研修／計画作成
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排出源の確認

化石燃料使用と電力使用が２大排出源であり
装置・システムの特定と個別対策が必要

化石燃料使用

装置・システム

一般電力使用

装置・システム
＋

化石燃料の燃焼に
よる直接ＣＯ2排出

火力発電所排出の
間接的ＣＯ2排出

Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方➄

STEP 1 ＣＯ2排出源の確認と算出
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑥

化石燃料使用量 ×排出係数 ＝燃料からのＣＯ2排出量

電気の使用量 ×排出係数 ＝電気によるＣＯ2排出量

合計 ＝全社のＣＯ2排出量

※排出係数は単位使用量当たりの排出量を定めた係数（環境省にて規定）

基本公式

燃料・電気の使用量×排出係数

排出量の算出をする

石油・石炭・天然ガスや電気の使用量から
ＣＯ2排出量を算出することができる
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑦

STEP 4 省エネ・節電素材・設備導入

製品交換や使用方法の改善等で

省エネ・節電を進め

エネルギーの消費量削減を進める

再エネ発電導入量を減らすための対策

ＬＥＤ導入／断熱材・複層ガラス導入 他
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑧
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑨

日本商工会議所によるＣＯ2チェックシート利用

出典：日本商工会議所HP
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑩
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑪

支援制度や補助金を有効に活用する
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑫
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑬
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑭

計画内容を自社で実践する課題に対して、コストをかけず
支援を受けながら進めるために外部機関の支援がある

公的機関・補助金活用による低コスト支援を実践している機関例

外部機関の活用による経営推進方法がある
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑮

「コスト削減」と「脱炭素化」の同時達成
世界的な脱炭素化の流れの中、中小企業等
の中小規模事業者にとっても脱炭素化は避
けて通れない喫緊の課題となっています。
「省エネ」は最も脱炭素化に有効な手段で
すが、省エネ最適化診断は、更に一歩推し
進め、「省エネ診断」による使用エネル
ギー削減に加え、「再エネ提案」を組み合
わせることで、脱炭素化を加速する新しい
サービスです。

企業の取り組み支援機関①
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑯

「省エネお助け隊」は、経済産業省資源エネル
ギー庁の「地域プラットフォーム構築事業」で
採択された地域密着型の省エネ支援団体

大阪府の登録団体名

企業の取り組み支援機関②
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Ⅲ 省エネ・脱炭素経営の進め方⑰

出典：中小企業基盤整備機構

企業の取り組み支援機関③
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Ⅳ メリットとビジネスチャンス
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Ⅳ メリットとビジネスチャンス①

出典：環境省

⇦他の企業より評価される

⇦省エネ・コスト削減

⇦社名が知られて有名に

⇦やる気アップで人が来る

⇦お金が借りやすくなる

脱炭素経営による５つのメリット
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Ⅳ メリットとビジネスチャンス②

出典：環境省

脱炭素支援に取り組むビジネスチャンス！
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Ⅳ メリットとビジネスチャンス③

石油・ガスなどの

使用を減らして、

電気に変える技術

製品開発・・・

電気の使用量を

できるだけ減らす。

省エネ・節電に効果

がある製品開発…

ＣＯ2を減らした

実績の販売や

購入等でビジネス

をする事業…

ＣＯ2ゼロの電気

を発電する技術や

製品開発、さらに

電力供給事業…

脱炭素事業計画

脱炭素プロセス別に自社のビジネスチャンスを探索・発見する

対策プロセスからチャンスを発見する



Ⅳ メリットとビジネスチャンス④

60

脱炭素プロセス別に自社のビジネスチャンスを探索・発見する

有望な事業テーマ・ビジネスを見つける
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Ⅴ 企業展開事例
（環境省：脱炭素経営対話ツール集データ活用）
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出典：環境省

⇦他の企業より評価される

⇦省エネ・コスト削減

⇦社名が知られて有名に

⇦やる気アップで人が来る

⇦お金が借りやすくなる

脱炭素経営によるメリットを活かす
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明日から

先ず脱炭素経営を

考えましょう！
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ご清聴ありがとうございました


